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可能な限り一体的利用 
・回遊性確保 

市営住宅ゾーン等との 
機能連携・分担 

西ブロックは事業者提案により“暮らし充
実”施設用地に含めないことも可能 

・1期事業の明宝線沿道の 
 「花の丘」等の緑地空間と調和 
・緑化や景観に配慮した整備 

・オープンで自由に 
 通行可能な空間 
・歩行者空間のネットワーク 
 起点となる魅力ある空間 

・Ｃブロックの対角線に 
 整備するバリアフリー動線
（歩行者通路）の起点 


